様式第２号（第７条関係）
事業計画書
１　企画内容
	　今回取り組む着地型体験プログラムの目的，コンセプト

	

	　着地型体験プログラムの内容

	・実施日時・期間・回数



・実施場所・地域



・ターゲット



・想定参加者数



・活用する地域資源



・法令関係





※今回造成する着地型体験プログラムの内容を具体的かつ明確に記載して下さい。
※法令関係とは，着地型体験プログラム実施に係る法的規制のことをいいます。許認可の状況や，行政機関等との協議状況を記載してください。


２　広報
	


※ターゲットとなる観光客に今回造成する着地型体験プログラムをＰＲするための広報媒体やプロモーションの方法について記載してください。

３　事業効果
	[bookmark: _GoBack]（着地型体験プログラムの造成により見込まれる相乗効果や経済波及効果等を記載してください。）


※観光客の増加目標値，地域への波及効果等をできるだけ数値化して具体的に記載してください。

４　参加者アンケート
	


※今回造成する着地型体験プログラムを次年度以降も継続して実施するため，参加者アンケートを必須とします。アンケート項目，調査の仕方，フィードバックの方法等を具体的に記載してください。


５　企画・実施に係るスケジュール
	


※支払い完了時期を含め，できるだけ詳細に記載してください。

６　翌年度以降の事業内容・展開方針
	


※今後どのように商品化や観光客の拡大につなげていくのか，その取組内容がわかるように具体的に記載してください。
